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新緑が目に鮮やかな季節となりました。１年生

の皆さんは新しい学校に、２年生の皆さんは新し

いクラスに、３、４年生の皆さんは新しい学年に

もすっかり慣れ、日々の学習や部活動に意欲的に

取り組んでいることと思います。 

6 月は、年間の中でも特に様々な活動が本格化

する月です。中間考査が終わり、学習面ではそれ

ぞれの課題が見つかったことでしょう。できなか

った問題の復習、理解が曖昧な箇所の再確認など、

一つひとつ丁寧に取り組むことが、これからの学

力向上に繋がります。 

また、梅雨の時期でもあり、時には気持ちが沈

む日もあるかもしれません。しかし、雨が降るか

らこそ、植物は成⾧し、大地は潤います。私たち

も、困難な状況を乗り越えることで、より強く、た

くましくなれるはずです。 

これから始まる実りの多い季節に向けて、一日

一日を大切に、目標を持って努力を続けていきま

しょう。皆さんのさらなる飛躍を期待しています。 

 

４月２２日（火） １学年が「人と防災未来セン

ター」へ校外学習に行きました。震災の展示や体験

を通して、防災に関する知識を深め、また未曽有の

大震災に備え、防災に対する意識を高めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１８日（日）小野工業高校の第８０回定時

総会に参加してきました。 

以下、皆さんの先輩方とお話させて頂いた内容

をまとめましたので、読んで頂けると幸いです。 

 

現役で学ぶ生徒の皆さん、日々の学習や実習、

部活動に真剣に取り組む姿は、我々卒業生にとっ

ては何よりの喜びであり、誇りです。私たち同窓

会は、この学び舎で青春を過ごし、社会へと巣立

っていった OB・OG の集まりです。それぞれの時

代に、同じ実習服に身を包み、旋盤を削り、回路を

組み、製図に打ち込んできました。卒業後、様々な

分野で活躍する中で、共通して感じるのは、小野

工業高校で培った知識と技術、そして何よりも『も

のづくり』への情熱が、今の自分を支えていると

いうことです。現代社会は、AI、ロボット、環境

技術など、日々めまぐるしく変化しています。し

かし、その根底には常に「ものづくり」があり、確

かな技術力を持つ人材が不可欠であることは変わ

りません。 

君たちは、まさにこの「ものづくり」の未来を担

う存在です。私たち同窓会は、現役生徒の皆さん

が将来の夢を実現できるよう、様々な形で支援を

行っています。困った時は、いつでも我々OB を頼

ってください。この学び舎で育った先輩として、

君たちの無限の可能性を信じ、共に歩むことを約

束します。未来を拓く君たちの、力強く、そして輝

か し い 成 ⾧

を 心 か ら 応

援 し て い ま

す。 
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